
令和７年度 定時制 １学期始業式 式辞

皆さんこんにちは。１学期の始まりということで、お話をさせていただきます。新任式は２年、３

年、４年生だけ、入学式は１年生だけだったので、まずは皆さんがそろった姿を見ることができて、

とても嬉しい気持ちです。

さて、１年生の皆さんには、入学式で「やってもらいたいこと」を三つ話しましたが、覚えていま

すか？１年生の皆さん、周りの人たちと確認してみてください。

はい、２年、３年、４年生の皆さんにはまだ話していませんので、これから皆さんにも同じことを

話したいと思います。１年生の皆さんは確認だと思って聞いてださい。

皆さんにやってもらいたいことの一つ目は「目標を見つけること」です。まずは、１学期の目標を

見つけてください。もう決まっている人もいるかもしれませんが、その人は「本当にそれでいいの

か」「それで間違いないのか」を改めて確認してみてください。まだ決まっていない人は、それぞれ

のペースで構いませんが、なるべく早く目標を定めてください。そして、目標が決まったら、それを

達成するために「今、自分は何をすればいいのか」をその都度「自分で」考えて、それを実行して

みてください。

二つ目は「失敗を恐れないこと」です。目標に向かって努力をしていれば、当然、何度も失敗す

ると思います。でも、失敗を恐れて消極的になったり、諦めたりしてはいけません。何度失敗しても

諦めずに挑戦して、「自分の限界」を超え続けていってください。

努力は、皆さんの可能性を広げてくれます。頑張っただけチャンスが広がります。勉強でも、部

活動でも、失敗を恐れずに挑戦を続けて、それぞれが持っている可能性を最大限まで引き出して

ください。

三つ目です。ここまで話した二つのこととも関係が深いのですが、この三つ目が一番大切だと

私は思っています。「目標を見つけて頑張ってほしい」、「失敗を恐れずに挑戦を続けてほしい」と

話しましたが、もしも頑張り過ぎて心や体が疲れたとき、辛いとき、苦しいときには、迷わず、遠慮

せずに、一度ゆっくり休んでください。自分を自分で甘やかして構いません。そんな時は、ここにい

る先生たちがしっかり支えます。そして、心や体の疲れが癒えたら、挑戦を再開してください。それ

で十分だと思います。

私たちが精一杯サポートしますので、今、話した三つのこと「目標を見つけること」、「失敗を恐

れずに挑戦すること」、「疲れたときにはシッカリ休むこと」を頭のどこかに置いて、令和７年度に

臨んでください。

では、今日から始まる１学期が、皆さんにとって、充実したものになることを願って、始業式の話

とします。皆さん、頑張ってください。
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